新型コロナウイルス感染症に係る認定基準の運用緩和計算書
　　　　　　　　申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　認定基準の緩和後の適用を受けたいので、売上等明細表（売上対比表）に代えて計算書を提出します。
１　対象者（いずれかを選択）
□ 業歴３ヶ月以上１年１ヶ月未満の事業者
□ 前年以降の店舗増加等によって、単純な売上高等の前年比較では認定が困難な事業者
２　認定基準（いずれかを選択）
（１）最近１ヶ月の売上高等と最近1ヶ月を含む最近3ヶ月間の平均売上高等を比較（減少率１）
　減少率１　　　　　　％（④－①）÷　④
	最近１ヶ月（　　月）
	前月（　　月）
	前々月（　　月）
	平均（（①+②+③）/３）

	①　　　　　円
	②　　　　　円
	③　　　　　円
	④　　　　　円


（２）最近１ヶ月の売上高等と令和元年12月の売上高等を比較（減少率１）
＋その後2ヶ月間(見込み)を含む3ヶ月の売上高等と令和元年12月の売上高等の３倍を比較（減少率２）
減少率１　　　　　　％（④－①）÷　④　　　減少率２　　　　　　％（⑥－⑤）÷　⑥
	最近１ヶ月（　　月）
	翌月（　　月）
	翌々月（　　月）
	令和元年12月

	①　　　　　　円
	②　　　　　　円
	③　　　　　　円
	④　　　　　　円

	合計（①＋②＋③）
	令和元年12月の３倍（④×３）

	⑤　　　　　　円
	⑥　　　　　　円


（３）最近１ヶ月の売上高等と令和元年10～12月の平均売上高等を比較（減少率１）
＋その後2ヶ月間(見込み)を含む3ヶ月の売上高等と令和元年10～12月の3ヶ月を比較（減少率２）
減少率１　　　　　　％（⑨－①）÷　⑨　　　減少率２　　　　　　％（⑧－④）÷　⑧
	最近１ヶ月（　　月）
	翌月（　　月）
	翌々月（　　月）
	３ヶ月の合計（①＋②＋③）

	①　　　　　円
	②　　　　　円
	③　　　　　円
	④　　　　円

	令和元年10月
	令和元年11月
	令和元年12月
	３ヶ月の合計（⑤＋⑥＋⑦）

	⑤　　　　　円
	⑥　　　　　円
	⑦　　　　　円
	⑧　　　　円

	令和元年10～12月の平均売上高等（⑧÷３）
	⑨　　　　円


上記について相違ありません。　　　　　　　　　　　　　証明者　（公認会計士・税理士・商工会等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　印
注１　これは磐田市独自の様式です。
注２　（１）～（３）のいずれかを選択して使用してください。
注３　申請書への記載方法は裏面を参照してください。
注４　５号認定申請の場合は、業種ごとに適宜計算表を作成してください。
注５　会計事務所・税理士事務所等の確認がない場合は、売上減少等を確認できる書類（試算表・売上台帳等、売上高見込の理由書）の写しを添付してください。
（裏面）
適用する認定基準に応じて、申請書の「売上高等」に以下の項目を訂正記載してください。
（共通）セーフティネット４号、５号、危機関連保証
	認定
基準
	売上高に記載する項目
	転記する数字
（計算書の番号）

	（１）
	（イ）　　　　　　　                        　　減少率　　　　％
Ａ　最近１ヶ月の売上高等　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
Ｂ　最近1ヶ月を含む最近3ヶ月間の平均売上高等　　　　　　　円
※（ロ）欄は空白でよい
	減少率１
①
④

	（２）
	（イ）                        　　　　　　　　　減少率　　　　％
Ａ　最近１ヶ月の売上高等　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
Ｂ　令和元年12月の売上高等　　　　　　　　 　　　　　　　　円
（ロ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　減少率　　　　％
Ｃ　その後2ヶ月間(見込み)を含む3ヶ月の売上高等　　　　　　円
Ｄ　令和元年12月の売上高等の３倍　　　　　　　　 　　　　　円
	減少率１
①
④
減少率２
⑤
⑥

	（３）
	（イ）                        　　　　　　　　　減少率　　　　％
Ａ　最近１ヶ月の売上高等　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
Ｂ　令和元年10～12月の平均売上高等　　　　　 　　　　　　　円
（ロ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　減少率　　　　％
Ｃ　その後2ヶ月間(見込み)を含む3ヶ月の売上高等　　　　　　円
Ｄ　令和元年10～12月の3ヶ月の売上高等　　　 　　　　　　　円
	減少率１
①
⑨
減少率２
④
⑧


（補足）セーフティネット５号認定について
　５号認定申請は、種類に応じて「売上高等」に記載する項目を以下のとおり追加してください。
	種類
	「売上高等」に追加記載する項目

	イ－①
	特になし

	イ－②
	減少率と売上高等の金額を「主たる業種」と「全体」で区分して表示する。
＜記載例（緩和（１）の場合）＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　減少率（主たる業種）　　　　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　減少率（全体）　　　　　　　％
Ａ　最近１ヶ月の売上高等（主たる業種）　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
Ａ　最近１ヶ月の売上高等（全体）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
Ｂ　最近1ヶ月を含む最近3ヶ月間の平均売上高等（主たる業種）　　　　　　　円
Ｂ　最近1ヶ月を含む最近3ヶ月間の平均売上高等（全体）　　　　　　　　　　円

	イ－③
	減少率と売上高等の金額を「指定業種に属する事業」と「全体」で区分して表示する。
＜記載方法は上記参考＞	
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